
 

令和 7年度 第 2回運営推進会議議事録 

 

令和 8 年 3 月 25 日 

事業所名 デイサービスセンター三思園 

 

 

 

担 当 者 管理者兼生活相談員  電話番号 017-728-1133 

 

１．開催日時 令和 8 年 3 月 12 日（木）  13 時 30 分 ～ 14 時 30 分 

２．開催場所 1 階ホール 今年度開催回数（ 2 回目） 
 

３．出 席 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者 氏名 構成員の属性 

〇  （青森市南地域包括支援センター） 

〇  （横内町会長） 

〇  （牛館町会長） 

〇  （横内地区社協会長） 

〇  （横内地区民生委員） 

〇  （利用者家族） 

〇  （利用者） 

〇  （利用者） 

 

 
 

 

事業所側 

 

 

 （管理者兼生活相談員） 

 （生活相談員兼介護職員） 

 （生活相談員兼介護職員） 

  

  

４．活動状況の報告 ・令和 7 年 9 月～令和 8 年 2 月までの利用状況報告、活動報告 

５．活動状況の評価 

・ヒヤリハットへの対策だが、2～3 人での確認だと「誰かやってくれる」 

という考えが生まれ、確認を怠ってしまう可能性があるかもしれない。自身で 

必ず確認するといった意識をもって欲しい。苦情 0 件なのは良い事だ。 

(横内地区民生委員) 

・去年今年の雪の影響で学校も休み、我々民生委員の行事も中止となった。デ 

イサービスも、今後休止等も考えても良いと思う。（横内地区社協会長） 

・会議をホールで行っていることは、利用者が会議を行っている雰囲気も見れ 

るし、我々も利用者の様子が見れるので大変良い。（横内町会長） 

 

・家内がお世話になっています。大雪の件ですが、デイサービスで来てくれて 

助かった。雪でデイサービスに行けない、ヘルパーも急遽来られないとなると、 

普段使っているサービスが利用できないので大変困る。雪害だとは理解してい 

るが、それでも営業をして迎えに来てくれたのは、利用者立場としては大変助 



 

かった。（利用者家族） 

・最近のデイサービス三思園は特に明るく楽しい雰囲気で、運営推進会議もと 

てもわかりやすい。BCP に雪害も含まれるのが今回の会議でよくわかった。 

(南地域包括支援センター) 

６．主な議題 個別機能訓練について  

７．要望、助言等 

・私が知っている大矢沢町会の方も、病院から施設に移り、個別機能訓練を受 

けて、寝たきりから歩けるようになった話も聞いたことがある。デイ三思園で 

も是非続けて頂きたい。（横内地区社協会長） 

・個別機能訓練の単位(お金)は職員個人へ支払われるのか？それとも会社に 

支払われるのか？それと、単位取れる人は決まっているのか？※A 

訓練を行う事で機能向上しているのであれば、今後も個別機能訓練は続けてほ 

しい。（横内町会長） 

・雪害時、送迎時間が 2 時間以上かかったとの事だが、高齢者も長時間車に乗 

っているのは体調的にもどうなのかな？と感じた。職員もそれだけ拘束されて 

いる。利用者の事も考えれば、休止という手も考えられたのではないか。個別 

機能訓練については、筋力は高齢になっても向上するものか知りたい。※B 

(牛舘町会長) 

８．意見等へ 

の対応等 

※A：個別機能訓練の単位は職員個人ではなく事業所の報酬として支払われま

す。対象は介護認定を受けた方の中で必要性がある利用者に限られますが、要

介護度ごとの支給限度額内でケアマネジャーが計画を立て、利用内容や回数が

調整されます。 

※B：利用者様には事前にお電話で送迎時間の遅延や道路状況の悪化による困難

さをお伝えした上で、それでも利用を希望される方について対応しておりまし

たが、今回のご指摘を踏まえ、今後は休止も含めて検討してまいります。ご助

言いただき、ありがとうございます。また、筋力は研究においても、高齢にな

ってからでも向上することが明らかになっています。 

９．その他特記事項 ・次回の開催は令和 8 年 8 月中に開催を予定しております。 

 


